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2009 年の認定「機械遺産」6件が決まる！ 
 

社団法人日本機械学会は、日本国内に現存する歴史的に意義のある「機械遺産」6件を選定、8月 7日の機械の
日に認定表彰を行います。機械遺産の認定は、2007 年に創立 110 周年を記念して発足した事業で、これまで 31 件
を認定し、今年で 3回目となります。応募・推薦の中から厳正なる審査の上、下記 6件の認定を決定いたしました。 
なお、認定式は２００９年８月７日（金）「機械の日・機械週間」記念行事（芝浦工業大学豊洲キャンパス）において

行なわれます。 
 
◆2009 年度「機械認定」遺産 
 第 32 号 札幌市時計台の時計装置 【北海道札幌市】 
 第 33 号 旧峯岸水車場 【東京都三鷹市】 
 第 34 号 親歯車ホブ盤 HRS-500 のマスターウォームホイール 【静岡県沼津市】 
 第 35 号 ロコモビル（国内最古の自家用乗用自動車） 【北海道北斗市】 
 第 36 号 アロー号（現存最古の国産乗用自動車） 【福岡県福岡市】 
 第 37 号 英国製 50 フィート転車台 【静岡県川根本町】 
 【】内は遺産所在地 
  

 

日本機械学会認定「機械遺産」について 

 日本機械学会認定「機械遺産」とは、日本国内の機械技術面で歴史的意義のある「機械遺産」（Mechanical 

Engineering Heritage）を認定することで、文化遺産として大切に保存し、次世代に伝承することを目的とする本会

110 周年を記念して創立された事業です。認定対象は原則として①Site（歴史的景観を構成する機械遺産）、②

Landmark（機械を含む象徴的な建造物・構造物）③Collection（保存・収集された機械）④Documents（歴史的意義

のある機械関連文書類）の４分野の機械遺産。会員から応募・推薦のあった候補について、本会の技術と社会部

門「機械遺産委員会」（委員長 緒方正則）で選定・評価を行い、「機械遺産監修委員会」（委員長 三輪修三）

の総合評価を経て最終的に候補を絞り込み、理事会で承認されたものを「機械遺産」として認定表彰するもので

す。 

本件に関する問い合わせ先】 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 35番地 信濃町煉瓦館 5階 

     社団法人 日本機械学会 

     会員・情報管理グループ 高杉史靖 

     電話：(03) 5360-3503、FAX：(03) 5360-3508 

    E-mail：takasugi@jsme.or.jp 
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